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大谷石々粉の農業利用に関する研究（第2報）

坪田五郎・崔見曇伺・小川昭夫

ま　え　が　き

　第1報（3）において大谷石々粉の農業利用について報

告し，土壌改良ならびに施肥改善資材としての利用価

値の高いことを，ほ場およびポット試験の結果から述

べた。また大谷石々粉の理化学的性質からこれを土壌

に施用した場合次のような効果が期待出来ると推定し

た。a）土壌の反応をきょう正する・b）塩基成分の保

持力を増加する。c）水溶性燐酸の固定を防止する。

d）土壌潜在養分を活性化する。e）大谷石粉から無機養

分を供給する。f）土壌の理学性を改善し，水田では透

水性を，畑の場合は土壌水分を調節する・

　そこで，大谷石々粉の客入が水田土壌に及ぽす影響

を察知するため，次のⅠ，Ⅱ室内実験およびⅢポット

試験を行なった。すなわち1．大谷石々粉の客入が水田

滲透水の化学性に及ぼす影響，Ⅲ。大谷石々粉の客入が

水田土壌の窒素，燐酸の有効化に及ぼす影響，Ⅲ．大

谷石々粉中の珪酸ならびに加里の肥効，の3実験であ

る。Ⅰ，Ⅱ実験は1960年に，Ⅲ試験は1961年に実施さ

れた。

1　大谷石々粉の客入が水田土壌滲透水の

　化学性に及ぽす影響について

　大谷石々粉は塩基置換容量が大さく，かつ塩基性で

あるので，水田に客入した場合滲透水の化学性に著し

い影響を与えることが推定されるので，ペントナィト

客入区も参考的に設けて実験を行なった。

1　供試土壌
　栃木県農業試験揚水田土壌を風乾し，2mm節を通過

させた。その主要な化学的性質は第1表の通りであ
る。

第1表供試土壌の主要な化学性

ＰＨ
H2O　KCI

6.5  　5.6　 0.7　1.60   0.50　 562　1582　  9.8　24.3　28.61 21.63   19.69　　1.16　　0.78　　75.25

2　実験方法
　あらかじめ水を入れた1/5000αポット（底部に径0．

25mm彿の毛細管をつけ小砂利を敷いたもの）に供試土壌

1.8kg処理区はベントナイト（100～300mesh）2．2％，

大谷石細粉（100～300mesh）並に粗粉（18～60mesh）

をそれぞれ5。5％及び11％に添加，施肥区は3要素各

々0．5g　（Nは硫安，P205は過石，K20は塩加）を

第2表客入材料の主要な化学性

混合し，擬絆しつつ充填一定水位とした。

　これらポットをガラス室内（約32℃）で10日間放置

後毛管のコックを開いて，5週間連続滲透させ3要素

成分に重点をおいて分析した。なお，毎日一定水位ま

で補水した。

3　客入材料
　客入材料の分析成績を第2表に示す・

ベントナイト
（100～300mesh)

大 谷 石 細 粉
（100～300mesh)

9.0　7.3 tr

8.6　6.7
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　いずれも標準区より低くかつ5．5％区より11％区の

　方がよりFe203濃度は低い。無肥料区のFe203濃度

　は施肥区に比し2週間は低いが以降は大差がない。

e）燐　　酸（P205）

　滲透水中のP205濃度はきわめて低濃度を示すが

　測定結果は第8表の通りである。

第8表滲透水中の時期別P205濃度（pレm）

数
＼

日
＼＼

名

＼
辮

無客入（対照）区
ベントナイト2．2％区

大谷石細粉5．5％区

大谷石細粉　11％区

大谷石粗粉5．5％区

大谷石粗粉　11％区

無客入無肥料区

1～10

0．26

0．26

0．28

0．32

0．27

0．28

0．27

11～23

0．14

0．16

0．16

0．21

0．15

0．17

0．16

24～35

0．08

0．07

0．08

0．12

0。11

0．12

0．07

平均

0．16

0．15

0．18

0．22

0．17

0．17

0．15

　P20，濃度は各区共滲透開始後10日までが最も高

　く以降減少した。処理区間の相違では・ベントナイ

　ト区は標準区と大差なく大谷石々粉客入区はやや高

　いことがうかがわれ，なお微粉区がより高い。

f）滲透水による3要素成分の溶脱量

　時期別に測定された滲透水量とそれに対応する成

　分濃度から3要素成分の溶脱量を求め，その合計量

　を第9表に掲げた。

　これによると対照区の燐酸以外の成分の溶脱量は

甚だしく，アンモニアでは施用量の54％に達する・

原田，久津那（1）は土壌に施されたNH4。の溶脱損失に

関する実験において・当該土壌を用いた場合・全層

施肥では80～85％が，表層施肥では65～70％の溶脱

を認めており，この成績の数値を上廻っている。大

谷石々粉客入区列は細粉区も粗粉区もアンモニアの

溶脱量はきわめて少なくなり，11％添加の場合は無

肥料区より少ない。

　これは土壌が風乾土であったため土壌からのNH4

－Nの生成が多かったこともこの一因である。本実

験の滲透終了時土壌中のNH4－Nを測定した結果は

第10表のごとく大谷石々粉客入区列の残存アンモニ

アはきわめて局い。

第10表滲透終了時のNH4－N並にNO3－N
　　　　（π9／乾土1009）

第9表　3要素成分の溶脱量（艇g）

＼
灘

無客入（対照）区

ペントナイト2．2％区

大谷石細粉5．5％区

大谷石細粉　11％区

大谷石粗粉5．5％区

大谷石粗粉　11％区

無客入無肥料区

NH4一・N

96．3

183．7

274．3

291．3

275．6

290．1

53，6

NO3－N

trace

〃

　
〃
　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
〃

試験区剖
無客入（対照）区
ベントナイト2．2％区

大谷石細粉5．5％区

大谷石細粉　11％区

大谷石粗粉5．5％区

大谷石粗粉　11％区

無入客無肥料区

NHrN1
390．3

281．4

137．6

71．6

131．4

52．5

119．4

P205 K20

1．7

1．5

1．7

2・Ol
1．8

1．9

1．7

401．0

398．6

382．2

332．7

407．2

287．8

198．8

第11表　跡地土壌の分析結果（乾土当）

　加里については大谷石々粉の客入によりアンモニ
　　　　　　　　　　　　　　　　アほどではないが，流亡を防止したことが認められ
る。

　燐酸の溶脱量は無肥料及び施肥の2対照区間に差

異なく大谷石々粉の客入により溶脱量はやや増加す

る傾向があり，このことは土壌燐酸の有効化，施用

燐酸の固定防止などの効果が推定されるが，土壌燐

酸の有効化についてはH項で述ぺる。

　また，跡地土壌の分析結果は第11表のごとくであ
る。
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1．531

1．561

1：翠

1．421

1亀41
1．3h．60
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跡地土壌の分析結果では，大谷石々粉客入により

N／5HC1可溶の燐酸及び加里，置換容量，置換性

の加里はいずれも多量となっており・客入による影

響がかなり明瞭に認められる。ちなみに，水溶燐酸

の固定については水田土壌に燐酸施用後4週間で，

本土壌では1％クエン酸で添加燐酸の50％も回収さ

れないのに対し，大谷石々粉の場合は99％回収され

る（5）。

第12表土壊勘の変化（Pπ6・0）

g）大谷石々粉の客入が水田土墳の酸化還元電位に及

ぼす影響

　以上のポット試験において，大谷石々粉の客入に

より土墳の酸化還元電位がいかに経過したかを知る

ことは，水による無機成分の行動を論ずる場合の重

要な資料となり得る。よってここでは作土の還元層

土壌について，その一部を測定した結果，第12表の

成績を得た。

項
＼
、

事
＼、密＼

旦

料
肥
区
区
区
中

　
　
入
入
入

肥
　
客
客
客
料

、
　
％
％
％
巴

無
施
2
5
η
月

｛
2
．
5

区
ト
粉
粉
状

　
　
イ
　
　
　
　
し
む

準
ナ
石
石
狛

　
　
ト
谷
谷
谷

　
　
ン

標
べ
大
大
大

7月5日

233

216

230

243

250

254

7月12日

一51

－38

－54
－71
一一41

　162

7月19日17月26日

　　　1．
5i

gI
　！
2月

111

37i
1141
　

一73

－49

－64

－66
－33
　111

8月2日

一63

－52

－54

－64

－29
　121

8月9日t明16日
　　　1

一58 －52
　　｝一48　　－48

－34 　－46
－44 　－32
　7 　　15
　105　　　117

1、8月25日

一65

－55
－49

－27

　6

　115

備考；1．本実験は1960年7月1日開始した。

　　2．白金電極の位置は土壌表面より70π深（1ポット内に3ケ所）

　　3．大谷石粒状肥料とはピンポン玉大のもので，この場合のみは白金電極を粒状肥料の中央部に

　　　挿入した。

　ベントナイト客入の場合は標準区のEhの推移と

大差はないが，大谷石々粉多量客入の場合はやや酸

化的に経過するもののようである。

　なお，参考までに測定した大谷粒状肥料中のEh

は各時期共他区に比較して著しく高い。

h）追補実験
　以上の結果から漏水田の条件下で実験が行われれ

ば大谷石々粉の客入による漏水防上効果がなお判然

とすることが推察されるので次の実験を行なった。

第13表滲　　透　　水　　量　（cc！1日）

1）実験方法
　径0．5簾の毛細管を使用する以外はすぺて実験

　1と同様の条件で操作し，10日間湛水状態で放置

後，毛細管のコックを開いて2週間連続滲透させ

　（毎日一定水位まで補水）て，滲透水量並にアン

モニア態窒素を測定した。

2）　実験結果及び考察

　（a）滲透水量並に減水深（第13～図表）

～畏＿こ「ヨ 数i

1－2試験区名　　　＼、～＼1

無客入（対照）区　3780
ベントナイト2，2％区　　　30％

大谷石々粉5．5％区　　3644

大谷石々粉11％区　　3850

第14表減 水　　深

3～4

3738

2997

3659

3689

5～6

3679i

2902－

3544

3580

7～8

3530

2777

3370

3506

9～10

33001

2613

3137

3258

11～12

3295

2458

3118

3222

13～14

3240

2460

3120

3300

平　均

3509

2758

3370

3488

日　数

＿試験区名　　　．．＿ 　

無客入（対照）区
　ベンンナイト2．2％区

大谷石々粉5．5％区
大谷石々粉1．1％区

1～2

160

128

153

162

（刎1日）

3～4

158i

123

154

155

5～617～8　9～10

155

119

14gl

150／

149

114

142

147

140

108

132

136

11～12

139

101

132

135

13～14

137

101

131

138

平　均

148

113

142

146
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　滲透水量並に減水深は実験1の約10倍の条件

であったが，経時的に減少し10日以降はほぼ一

定の値となった。各区間の差異については各時

期共ベントナイト2．2％区が最も少なく，標準

区に比し約22％減で明らかに漏水防止の効果が

認められる。大谷石々粉区は標準区に比し2～

　5％減で明らかな差異は認められなかった。

（b）アンモニア態窒素（NH4－N）（第15表）
い

第15表滲透水中の期間別NH、一N濃度（ppm）

＼『
、試験区名

日　一数

無客入（対照）区
ベントナイト2．2％区

大谷石々粉5．5彩区

大谷石々粉11％区

1～2　3～4

86．8！

61．9
　　32．31

19．4

5～6

ア3，4

57．4

21，3！

10．2

34，8

31．2

12．0

6，3

7～8 9～10

25．31

21．3…

9．6

4．2

1奪～12　　13～14

19．1

16，7』

8．1

3．2

18．6

15．6

8．0

3，9

15．4

14，6

7．9

2．6

平　　均

39．1

31．2

14．2

7．1

滲透水中のNH、一N濃度の変化は滲透水量の

場合とほぼ同様の傾向を示している。各区間の

差異はベントナイト2．2％区も標準区に比して

約20％減で低い濃度を示すが，大谷石々粉は両

区ともより低濃度となり5，5％区でベントナイ

ト2．2％区の1！2以下であり，11％区では1！4以

下の濃度を示した。

∬　大谷石々粉の客入が水田土壌の窒素，

　燐酸の有効化に及ぼす影響について

第16表　湛水土壌中のアンモニア並に可溶燐酸

　　　　　　　　　　　（m9／乾土1009）

＼
、 試験　　　　　　　　　3週間湛水土壌の
区名馴＼＼IPHINH・一喘落竿，響

無客入（対照）区

ベントナイト2．2彩区

大谷石々粉5，5％区

大谷石々粉　11％区

7．54

10，03

9．46

10．09

◎・

6．4

6．5

6．5

6．5

1．92

2．56

2．62

2。73

　大谷石々粉が塩基性であり，置換性塩基量も多いの

で，水田土壌に客入した場合，窒素，燐酸の有効化に

及ぼす影響を検討する必要もあると思われるので次の

室内実験を実施した。

1　実験方法
　500cc広口瓶（径7伽，高さ150π）に，供試土壌と

して栃木県農業試験場水田土壌（未風乾）3509をつ

め，処理区はベントナイト（100～300mesh）2。2％，

大谷石々粉（18～300mesh）を5．5％及び11％に添加，

全層に混合し，これに水を加えて一定水位とする（湛

水状態）。これらの試料を定温器（30。c）内に3週間放

置後，土壊中のアンモニア態窒素並に1％クエン酸可

溶燐酸の定量を行なう。

2　実験結果及び考察

　未風乾土壌にペントナイト並に大谷石々粉を添加し

3週間30。cに湛水放置後・土壌中のNHrN並に1

％クエン酸可溶のP205を定量した結果は第16表の通

りである。

　第16表の成績からベントナイト，大谷石々粉の添加

により土壌中の窒素，燐酸を有効化することがうかが

o

われるが，1％0年無要素区を設けて実施した現地石粉

客入圃場試験（4’の結果を裏付けている。

皿　大谷石々粉中の珪酸ならびに加里の肥

　効について

　大谷石々粉中の珪酸ならびに多量に含有される加里

の効果を検知するため栽培試験を行なった。

1　試験方法
　1／5000aポットを用い，川砂区には粒径0。5～2。肋鷹

の川砂を，全量大谷石々粉区には2初πの節を通過した

大谷石々粉のみを，大谷石々粉10％添加区には川砂に

総重量の10％大谷石々粉を配合したものを充填し，各

区につき「3要素＋珪酸」「無加里」「無珪酸」の3処

理を行なった。すなわち，1961年5月30日所定のごとく

ポット当りNO．59，P2051．09，K200．59，SilicaG

el109を表層5碗深に混層施用し灌水した。

　普通揚床苗代に播種した水稲農林29号の苗を6月1

日常法により移植（1ポット植付株数1株，1株本数

3本）し，6連制（内3連は抜取調査に供試）として

砂耕栽培を開始した。適宜病虫害防除（6月26日B　H

C，7月6日BHC＋セレサン石灰，7月19日セレサ
ン石灰），除草を行ない，9月26日収穫した。

2　試験結果および考察

　水稲の生育・収量・養分吸収状況の調査結果は第17

～20表に示す通りである，
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第17表生　育　収　量（ポット当り3区平均）
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試　 験　 区　名

大谷石々粉

無添加区

大谷石々粉

10％添加区

量
区

　
粉

　
々

　
石

　
谷

全
大

N，P205
K20，Sio2
－　K20

－Sio2

5
2
0
0

0
0
　
2
i

爵
K
S

P
，飾

こ
05
02

の
鴎

2
翫
K
S

P
，飾

二

最高分けつ期

丈
㎝

草

71．7

66．3

70．0

72．7

72．0

72．0

83．3

82．3

80．3

茎数
　本

29，0

26．0

28．0

31．0

27．3

28．3

33．0

32．3

36．3

収　 穫　 期

桿長
　o彿

61．3

63．3

63．7

68．0

ア2．3

71．0

79．0

81．3

78．7

穂長
　eπ

18．9

18．0

19．7

19．4

18．8

19．1

18．1

18．5

17．6

穂数
　本

7
　
7
7

5
　
3
／
O

∩
∠
　
2
2

25．3

22．0

24．3

22．7

23．3

23．0

出穂期

月日

8．24

21

24

！
0
4
5

∩
∠
∩
∠
∩
∠

Q
U
　
7
Q
U

《
∠

2
へ
∠

収 量

藁重
　9

36．3

29．3

33．2

39．3

38．0

38．7

50．5

50．7

53．2

穂重
　9

32，1

31．6

33．5

35．0

37．0

36．5

38．5

41．5

』1．5

精籾重枇量
　9・　2

ノ
0
9
6

7

8
8

2

【
∠
2

30．6

34．1
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35．7

37．8
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3．4

1．5

3。6

3．2

1．7

2，0

4
　
∩
∠
0

1
　
2
3

　6月1日に移植し，毎日井水を灌水したが，移植後　　　受けたが，その他の病虫害はほとんどなく収穫時まで

の活着は良好で生育中期まで順調な生育を示した。　　　　おおむね良好な経過を示した。

　7月中旬にいたりシマハガレ病が発生しやや被害を

　　第18表　収穫株中の桿長，穂長，一穂重の分布（3区平均％）

　　　区　　　　　　　　　　　　　　　大谷石々粉10％添加区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全量大谷石々粉区　　　　　　全　量　川　砂　区　　　　名
事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N，P205
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K20，Sio2
　　　　　　　　　　　　　　　N，P205
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第19表　最高分けつ期（7月31日）の地上部重量ならびに養分吸収状況

試　験　区　名

全量川砂区

大谷石々粉

10％添加区

全量大谷石

々粉区

論
の
ゆ

P
，
K
S

蜘
二

刃
沿
20
0
2

p
β
K
鋭

　
ON

恥
二

5
2
　

20

⑩
20
ゆ

p
β
K
鋭

　
0篤

恥
二

成分含有率（風乾物中％）

水分

9．13

8．99

8．94

10．15

9．65

9．26

9．69

10．64

9，77

Sio2

4．16

4．55

3．61

5．62

5．90

4．95

9．99

10．00

9，95

N

1．33

1．36

1．36

1。26

1．26

1．24

P205

0．55

0．58

0．54

0．59

0．58

0。62

1．341・．53

1．39　　　0．48

1．3310，50
　

K20

2．37

1．45

2。41

2．71

2．41

2．61

2．73

2．53

2．65

壁上聾

（彰！ず）

成分吸収量（班g！ポット）

Sio2

37．2

24．5
127・5，

1340

1115

993

　

I
l33．2

30．7

32．8

41．5

i36，8

38．8

1866

1811

1624

4146

3680

3861

N

428

333

374

418

38ア

407

556

、512

516

P205

177

142

149

196

178

203

220

177

194

K20

馨

763

355

663

900

740

856

1133

931

1028

3
、
▲
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駅’

　第20表　収穫物の養分吸収状況
a）養分含有率（風乾物中％）

試　験　区　名

区砂量全

大谷石々粉

10％添加区

全量大谷石

々粉区

N，P205
K20，Sio2

－K20
－Sio2

20

沿
20
0
2

p
β
K
＄

　
ON

恥
二

ら
　
　

0
0
0
　
2

2
i
　
2
0

P
5
K
＄

　
ON

現
二

藁

水分

4

《
∠
O

Q
〆
　
3
つ
」

8
9
∩
γ

Sio2

5．83

6．20

4．43

9．70　　　　6．89

9．54　　　　6。98

9．39　・　　6．92

10．11

9．42

9．46

12．23

13．23

12．40

．N 匝≡

0．38

0．36

0．36

0．35

0．34

0．33

0．33

0．31

0．33

0．13

0．12

0。11

0．13

0．12

0．12

0．10

0．10

0．10

K20

1．20

1．20

1．21

1．23

1．23

1．22

1．29

1．27

1．24

穂

水分

11．34

11．18

11．02

11．21

10．13

10．89

10．55

10．00

10．45

Sio2

2．10

1．87

1．79

1．95

2．35

1．91

2．13

2．93

2，69

N

0．85

0，93

0．90

0，81

0．85

0．82

0，99

0．96

0．89

P205

0．60

0．64

0．60

0．60

0．56

0．60

0．66

0．60
6．6ゴ

K20

0．49

0．42

0．48

“
亀

“
◎

0．50

0．47

0．47

0．50

0．47

0．49
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b）養分吸収量（π9／ポット）

穂十藁穂藁

K20P205NSio2K20P205NSio2K20P205NSio2
名区験試

593

485

563

240

237

238

l
　
　
Q
ノ
　
《
∠

－
　
　
Q
！
　
【
∠

4
　

り
Q
　
4

2790

2408

2071

7
　
　
3
　
1

5
　

3
　
！
O

193

202

201

273

294

302

674

591

600

658

641

644

261

253

265

422

444

425

3391

3522

3340

r
D
　

4
　
∩
∠

7
　
　
7
　

7

210

207

219

284

315

299

683

870
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436

352
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483

467
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∩
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∠
　
∩
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2116

1817

1471

ぢ
　
　0

1
0
2

0
0
2

2
S
　
　
i

P
，
K
q
魅

O凡
恥
二

全量川砂区

2708

2652

2643

　
　
ウ
　

0
0
0
2

i
　
2
0

馬
β
K
錺

0凡
馬
一
一

粉
区

々
加

石
添

谷
％

大
1
0

844

839

863

305

300

310

548

555

545

6996

7924

7713

193

195

203

254

249

257

381

398

369

820

216

116

651

644

660

ている。全量大谷石々粉区は初期生育は遅延した

分けつ最盛期以降の回復は著しく収穫期における

，穂重は10％添加区と同様の傾向を示している。

れらのことは収穫期の稗長，穂長，一穂重の分布

結果にも表われている・

　　　珪酸及び加里欠除の影響を抜取調査及び収

　　穫期の分析調査結果からみると，全量川砂区

　　では成分欠除により明らかに含有率および吸

　　収量の低下を来たしているのに対し，大谷石

　　々粉区では概して影響少なく，収穫期におい

　　ては差異がみられない。

　　　いま，7月31日（移植後60日）の水稲地上

　　部の珪酸，加里吸収量の比率を図示すれば第

　　2図の如く，石粉添加により珪酸，加里の吸

　　収量が著しく上昇することがわかる。

　　　水稲生育の後半にいたり，同培養基内にお

　　ける完全区，無加里区，無珪酸区の間に水稲

　　地上部の形態，重量に大差が認められなくな

　るのは，灌概井水からの無機成分の供給によ

　　るものと推察される。

　　　註；沼尾ら（2）はベントナイト中の珪酸の肥

　　　　効について報告し，その効果を認めて

約
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全量大谷石

々粉区

1．大谷石々粉の客入が水田土壌に及ぼす影

響ならびに石粉中の無機成分の効果を検知す

るため・L．石粉の客入が水田滲透水の化学

性に及ぼす影響，∬．水田土壌の窒素，燐酸

の有効化に及ぼす影響，皿．石粉中の珪酸，
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　全量川砂区は珪酸及び加里の欠除により生育状況あ

るいは収穫期の穂重では大差ないが，藁重では無珪酸

区で約10％，無加里区で約20％減となっている。これ

に対し大谷石々粉10％添加区は珪酸及び加里の欠除に

よる影響は少なく，穂重ではむしろやや勝った結果を

第2図水稲地上部の珪酸，加里吸収量の比率
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加里の肥効について試験を行なった・

2，大谷石々粉を施用した場合水田土壌滲透水中のア

ンテニア量ははなはだしく減少した　（1の4のb））。

加里についてはわずかに溶脱防止の効果が認められた

に過ぎなかった（1の4のc））。滲透水中の燐酸濃度

は大谷石々粉の施用により溶脱量がやや増加する傾向

があった（1の4のe））。

3．滲透水中の鉄濃度は石粉の添加により減少し・多

量施用の場合特に溶脱量は少なくなる（1の4のd））。

4．滲透終了後の大谷石々粉施用跡地は，塩基置換容

量は明らかに増し，残存アンモニア及び置換性加里は

きわめて高く，％規定塩酸可溶燐酸も増大した（1の

4のf））。

5．大谷石々粉を多量に施用した場合，水田土壌の

Ehはやや酸化的に経過することを認めた（1の4の

9））。

6．石粉添加土壌の湛水艀卵実験からも，土壌窒素，

燐酸の有効化を確かめた（nの2）。

7，大谷石々粉中の珪酸および加里の少なくとも一部

は水稲に有効であることがポット試験の結果認められ

た（皿の2）。

文 献

（11原田登五郎・久津那浩三；土肥誌23・217

②　沼尾林一郎；農園37．61

③　坪田五郎・宮脇謙三・三宅信・小川昭夫；栃木県

　農試研究報告4．35

㈱　栃木県農試；大谷石々粉の農業利用に関する研究

　報告書1960

（5）　同上；　同上1％1
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大谷石々粉の農業利用に関する研究（第2報）
轟
坪田五郎・崔見曇伺・小川昭夫
ら
●
亨
ま　え　が　き
　第1報（3）において大谷石々粉の農業利用について報
告し，土壌改良ならびに施肥改善資材としての利用価
値の高いことを，ほ場およびポット試験の結果から述
べた。また大谷石々粉の理化学的性質からこれを土壌
に施用した場合次のような効果が期待出来ると推定し
た。a）土壌の反応をきょう正する・i））塩基成分の保
持力を増加する。c）水溶性燐酸の固定を防止する。
d）土壌潜在養分を活性化する。e）大谷石粉から無機養
分を供給する。f）土壌の理学性を改善し，水田では透
水性を，畑の場合は土壌水分を調節する・
　そこで，大谷石々粉の客入が水田土壌に及ぽす影響
を察知するため，次のL皿室内実験および皿ポット
試験を行なった。すなわち1．大谷石々粉の客入が水田
滲透水の化学性に及ぼす影響，皿。大谷石々粉の客入が
水田土壌の窒素，燐酸の有効化に及ぼす影響，皿．大
谷石々粉中の珪酸ならびに加里の肥効，の3実験であ
る。1，n実験は1960年に，皿試験は1961年に実施さ
れた。
1　大谷石々粉の客入が水田土壌滲透水の
　化学性に及ぽす影響について
　大谷石々粉は塩基置換容量が大さく，かつ塩基性で
あるので，水田に客入した場合滲透水の化学性に著し
い影響を与えることが推定されるので，ペントナィト
客入区も参考的に設けて実験を行なった。
1　供試土壌
　栃木県農業試験揚水田土壌を風乾し，2肌節を通過
させた。その主要な化学的性質は第1表の通りであ
る。
第1表供試土壌の主要な化学性
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2　実験方法
　あらかじめ水を入れた1！5。。。αポット（底部に径0．
25π彿の毛細管をつけ小砂利を敷いたもの）に供試土壌
L8櫓処理区はベントナイト（100〜300mesh）2．2％，
大谷石細粉（100〜300mesh）並に粗粉（18〜60mesh）
をそれぞれ5。5％及び11％に添加，施肥区は3要素各
々0．59　（Nは硫安，P205は過石，K20は塩加）を
第2表客入材料の主要な化学性
混合し，擬絆しつつ充填一定水位とした。
　これらポットをガラス室内（約32。c）で10日間放置
後毛管のコックを開いて，5週間連続滲透させ3要素
成分に重点をおいて分析した。なお，毎日一定水位ま
で補水した。
3　客入材料
　客入材料の分析成績を第2表に示す・
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